
K2インターナショナル 
グループのご紹介 



不登校・ひきこもり・ニート 
 自傷・自殺未遂 リストカット 

拒食・過食 
家族への暴言・暴力・脅迫 

発達障がい・コミュニケーション障がい 

いじめ 

被害妄想 
うつ状態 暴君化 わがまま 

居場所がない 

部屋の中は 

ごみ屋敷状態 

存在感がない無重力状態 
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Ｋ２インタ―ナショナルグループ 
のミッション 
人間の営みを支援し共に生き、共に成長する。私

達のテーマです。 
Ｋ２インターナショナルグループは1988年より不登校・ひき
こもり・発達課題など、生きづらさを抱える若者達の自立
就労を支援し、共に生きる場を作ってきました。生きづらさ
をの中、もがき、苦しみ、あげくは自分の周囲をも傷つけて
しまう・・・そんな若者たちに対し、既存の教育や福祉サー
ビスと共に連携しながら民間ならではの力で支援していき
ます。 
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K2グループ社歴 
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岩本真実 自己紹介 
1971年神奈川県生まれ。野村證券株
式会社OL時代、K2にてボランティアを
開始。 
1997年より海外で不登校児と共同生

活を送りながら、就労支援のためのレ
ストラン、ブックショップ等計４店舗の
立ち上げに携わる。 
2005年に帰国し、現在は、湘南若者

サポートステーション統括コーディネー
ター 
2013年からは（特）ヒューマンフェロー
シップの代表理事も務める。 
社会起業家のためのビジネスプランコ
ンテストSTYLE 優秀賞受賞（2007年）、

日経ウーマンのウーマンオブザイヤー
「リーダー部門第9 位」（2008年）受賞。 
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1988 1990 1996 2000 2005 2007 2010 2013

バブル崩壊 就職氷河期 アメリカテロ事件 リーマンショック 東日本大震災
ＮＰＯ法設立 モンスターペアレンツ 民主党政権　事業仕訳 自民党に政権交代

登校拒否 母原病 不登校 若年失業者 ワーキングプアー 無縁社会
ひきこもり 社会的ひきこもり 秋葉原事件 いじめによる自殺が多発

積極的フリーター アダルトチルドレン ニート　　消極的フリーター 若年ホームレス
自由な働き方 シングルパラサイト 若者の孤独死

若者自立・挑戦プラン（国で初めて若者支援事業に着手） パーソナルサポートモデル事業
ヤングジョブス ジョブカフェ 　サポートステーション 生活支援戦略

若者自立塾（合宿型） 改めて合宿型の復活

１９８９～　お好み焼きころんぶす本店　       　２００２～　港南台店　     2008年～　石川町店     　2012年～　石巻店　（自主事業　就労の場）

２００８　よこはま南部ユースプラザ　（横浜市事業）　ひきこもり回復期からの居場所

２００７　ＮＰＯ法人ヒューマンフェローシップ設立　福祉的な支援を取り入れる

生活支援・体験プログラム等 ２００７　グループホーム（福祉的支援を取り入れた住まい）

就労支援働く場づくり ２００８　よこはま型若者自立塾（横浜市事業）体験型・合宿型支援

国や自治体からの委託事業　職業訓練等 ２００８　就労移行支援事業所Ｂ型フェロップ　清掃事業・軽作業　ポストイン事業

法人設立 ２００８　高校訪問支援・出張相談事業　　予防的支援　学校との連携の実現

地域連携事業 ２００９　にこまる食堂　若者就労支援のための会員制食堂と働く場

２００９　学童クラブぽにょぽにょ　地域の子どもの放課後支援＋若者の雇用づくり

２０１０湘南横浜若者サポートステーション（厚労省事業）広域支援

２０１１　パーソナルサポートモデル事業／シェルターハウス

２０１１　一般財団法人若者自立就労支援協会（若者基金）

２０１１　ＭＩ－Ｋ２　被災地支援プログラム（新しい公共事業）

２０１２　就労移行支援事業所ＨＡＴＡＬＡＢ

２００５子育て支援拠点くすくす開所（地域の乳幼児親子の居場所　／２００７オープンハウＨＡＭＡ　地域の子どもの居場所

コロンブス大航海　（体験プログラム）　自主事業　　アメリカのテロ以降休止

不登校・ひきこもり支援　共同生活型フリースクール　（自主事業）　現在　100名以上収容できる多様な住まいとサポートの運営

自主事業として運営継続

２０００　保護者会からＮＰＯ法人コロンブスアカデミーを設立

２００５厚生労働省委託事業　若者自立塾Ｙ－ＭＡＣ
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◆K2グループ組織図 ◆K2グループ 事業所マップ 



私達の事業の柱 
  
①働く為の前提となる生活・住まい 
 

②課題を抱えながら働ける場 
 

③働き続ける為の循環型コミュニティー 
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① 働く為の前提となる 
 
生活・住まいの安定 
生活圏を共にする   
共同生活  
海外共同生活 
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共同生活ハウス（ハマコロ・エクレシア・オラシオ） 
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羊鳴館、ＢＨ寮 
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ファーマーズハウス 共同生活寮 
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② 課題を抱えながら 
 

働ける場づくり 
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お好み焼きころんぶす  
根岸本店・港南台店・石川町店 14 



   
アロハキッチン 

学校給食×若者就労支援 
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 250にこまる食堂 

   地域のコミュニティーカフェ×若者就労支援 
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１年前はこんな荒れた畑でした・・・。 17 



にこまるファームの軌跡・・ 
２年間休耕地だった畑を 
みんなで整地し、こんなにき
れいになりました！！ 

１年前 

種まき・・・ 
苗つけ・・・・ 

まだまだ・・・ 

夏には毎日
おいしい野菜
を沢山収穫し
ました！！ 

ロータリークラブか
らビニールハウス
をいただきました。 
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③ 働き続ける為の 
 

支援の循環型コ
ミュニティーづくり 
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 学童クラブぽにょぽにょ  改め 放課後ドラマぽにょ＋ 23 



うんめぇもん市とは、被災地石巻の名物、特産
品などうんめぇもんをどっさり使い、プロの
シェフとコラボして新しい石巻のうんめぇ料理
を皆様に提供するNewプロジェクトです。 

《これまでの開催場所》250にこまる本店、お好み焼きころんぶす、にこまるカフェ、横浜市役所本庁舎、西区役所、
栄公会堂、栄区役所、港北区役所、金沢区役所、山下公園芸術祭、港フェスタなど 24 



パン屋のオヤジ 
今年４月オープン 
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K2グループの特徴 
事業規模：グループ全体で約７億 
       自主事業が半分、補助委託事業などが半分 
 
寄付：NPOへの寄付は少ない。K2家族の会が一般財団 
    株式会社を立ち上げ、側面的に事業を支えている。 
 
スタッフ数：約１００名 半数は元当事者、残り３割が元ボランティア 
 
メンバー：横浜・根岸に住み活動するメンバーは１００名程度 
      通いや相談などを入れると年間６００名以上の参加者 
      スタッフも近くに住み職住接近することで、働きやすく、 
      生活しやすい環境をつくっている。 
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調査研究など 
 
２０１３年  
ソーシャルフランチャイズ研究会に参加した事をきっかけにデータ分
析、SROI調査を始めて実施。 
 
２０１４年 合宿型プログラムSROI調査 
 
２０１５年～ データベースをつくり、社内環境の整備を行う。（セール
スフォースを活用し、電子カルテ化） 
 
２０１６年 内閣府のソーシャルインパクト調査事業にて、「若者支援に
おける家族の関与のインパクト」を見える化することに取り組み中。 
 
 
 27 



28 

わかり難い「若者支援」の成果を見える化する試み  
困難度の点数化 
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対象者は湘南・横浜サポステの利用者と合宿型プロ
グラムの利用者のうち、進路決定した者を分析 



困難度点数別就労等決定者分布（通所型） 

進路決定者の多くが低度困難者であり、 
高度困難者の進路決定実績が少ない 
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困難度点数別就労等決定者分布（合宿型） 

低度困難者よりも、 
中～高度困難者を多く受け入れ、 
進路決定の実績を作っている 
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困難度分布比較（合宿型／通所型） 

青＝通所型 
橙＝合宿型 
28点辺りが境目になっているのが判る 
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面談 

セミナー 

体験 

共同生活 

家族面談 

家族向けセミ
ナー 

家族会活動 

社会性の向上 

※悩みの共有・
機会の増加 

課題が整理 

コミュニケーショ
ン能力の向上 

生活の改善 

※自己理解が
深まる 

耐性が強まる 

※欲求が高まる 

親の課題認識・
整理 

親の悩みの共
有・ 

仲間居場所づくり 

家族の行動 

子どもへの対応 

が変わる 

社会参加・ 

働く・学校に
行く 

生きる意欲 

働く力がつく 

自立 

安定した生
活 

家族生活の
改善 

開かれた家
族関係 

若者たちの課題 

活動量が低い 

社会性が低い 

不安が強い 

生活の乱れ 

過去の経験、失敗歴 

障害・病気 

当事者のご家族 
父・母 

祖父母・兄弟 

► ※発達課題や精神疾患、持病があり
社会福祉サービスの受給が必要な場
合のプロセスは省略しています。 

► 提供する 
► サポート 

►若者と家族への支援の段階と変化 
► 最終 ► 中間的な変化 ► 初期変化 
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課題など   
• 資金調達： 
   事業収入、国・自治体からの委託、家族会からの寄付資金提供 
   寄付や事業拡大への資金調達 
 
• 人材：現在はつながりのある人が中心 
     今後、必要な人材をどう確保するか？     
 
• 社会的な認知：「若者支援」の制度化  
 
＊若者支援のブーム？が過ぎ、貧困などに文脈が変わりつつある中で 
 課題を認知してもらう事の難しさ 
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